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４．今後の研究の推進方策 １．研究計画の概要 
可溶性が確認できないタンパク質サンプル
に関しては、重要と思われるものからドメイ
ンごとのスクリーニングや、N 末、C 末から
の欠損型を可溶性スクリーニングにかける。
RAR1-SGT1-HSP90 の免疫複合体に関してはタ
グをつけて免疫沈降法によって同定したタ
ンパク質の解析をさらに進める。シロイヌナ
ズナで多重変異 KO 体を作成し、モデル病原
菌などを接種してそのタンパク質をコード
する遺伝子の植物免疫との関係を明らかに
する。病原体エフェクターに関してはその構
造から予想される表層のアミノ酸を変換し
その機能を明らかにする。具体的には植物体
内における免疫反応抑制効果の有無、免疫シ
ステムからの認識部位の同定、植物作用部位
の特定、植物内ターゲットの同定、タンパク
修飾の有無などを中心に機能解析を進める。
またこれに必要なタンパク質同定技術を向
上し定量解析にまで精度を高める。さらに構
造解析を行うタンパク質のプールを広げる
ために、ゲノム情報あるいは機能スクリーニ
ング情報を利用した逆遺伝学的機能解析も
進める。状況によっては新規のゲノム情報あ
るいは EST 情報を獲得する。 

本研究ではタンパク質の大規模解析ツール
およびゲノム解析ツールを整備して、植物免
疫シグナル伝達系の重要タンパク質、及びそ
の複合体の同定そしてその構造決定をし、そ
の制御機構の分子メカニズムを明らかにす
ることを主目的とする。候補タンパク質とし
て、植物免疫シャペロン複合体, や病原体由
来のエフェクタータンパク質の構造を決定
し、その免疫抑制機能を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
タンパク質の構造決定はタンパク質の性質
に大きく左右され、その成功を事前に予想す
ることは非常に困難である。タンパク質によ
っては結合するタンパク質がないと可溶性
が極端に低い場合も多々あり、また特定のド
メインを切り出したりするなどして、その結
晶化に適当なコンビネーションを決定する
ことは非常に時間がかかり、また幸運も必要
となる。さらに可溶化タンパク質が必ずしも
結晶に向いているわけではない。このような
状況の中、最重要の免疫複合体と病原体エフ
ェクターの構造を決定できた意義は大きい。
また候補遺伝子のプールを広げるための、さ
まざまなゲノム的および逆遺伝学的機能解
析からも予想以上の新機能がみえてきてお
り、大きな成果が見込まれる。タンパク質の
大規模解析ツール（IN VITRO ハイスループッ
ト解析技術、プロテオーム解析技術）、ゲノ
ム解析ツール（大規模 EST 解析）の整備も完
了し、ゲノム情報とのリンクを強めながら、
研究を進めていける状況と判断する。 
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